
⑶　　　 平成26年10月25日　　福生市議会だより　　No.194

平成26年 第3回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

平成26年10月25日　　福生市議会だより　　No.194　 ⑹

１　輝き市民サポートセンターについて
　⑴主な業務内容について
　⑵これまでの実績について
２　道路行政について
　⑴舗装の状況について
　⑵幅の狭い道路について
　⑶踏切内の歩道について
３　古民家保存事業について
　⑴保存活用計画について
　⑵この事業が目指す効果について

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容
１　もくせい会館・商工会館改良事業について
　⑴進捗状況及び会館の活用等を含む今後の取り組みについて
２　市民参画ボランティア活動について
　⑴健康ふっさ２１の健康づくり推進員について
３　災害時対応施設（新学校給食センター）の学校給食につい

て
　⑴米飯給食について
　⑵食物アレルギー対応給食について

１　リサイクルセンターについて
　⑴リサイクルセンターの処理能力、稼働率及びランニングコ

ストについて
　⑵福生市の処理計画と西多摩衛生組合の計画との整合性につ

いて

１　消費者問題について
　⑴消費者被害防止対策等について
２　福生市民の防災力等の向上について
　⑴地域の防災力等の向上について
　⑵学校、生徒・児童の防災力等の向上について

１　空き家の状況について
　⑴市内の状況と対策について
　⑵対策条例について
２　薬物乱用防止対策について
　⑴市内における傷害事件及び交通事故等について
　⑵現状と対策について
３　扶桑会館等の地域会館の建て替えと施設整備について

１　環境基本計画改定について
　⑴環境基本計画の改定スケジュールについて
　⑵今回の環境基本計画改定の考え方について
２　教育行政について
　⑴小・中一貫教育について
　⑵学校の適正規模・適正配置について

１　公会計制度改革（財政の見える化とムダ削減）について
　⑴固定資産台帳の整備と複式簿記導入について
　⑵財務書類の作成と分析、活用へ向けた人材育成について
　⑶市民等の理解促進へ向けた取り組みについて
２　市民との情報共有について
　⑴まちの魅力発信事業支援委託について
　⑵ホームページのスマートフォン対応と共有ボタンの活用に

ついて
　⑶ホームページの情報更新について
３　災害時要援護者登録と高齢者等の見守りについて

１　切れ目のない妊娠・出産支援について
　⑴福生市次世代育成行動計画の中における評価について
　⑵妊娠出産包括支援モデル事業について
　⑶産後ケアについて
２　サイクルシェアリングの現状と今後の取り組みについて
３　思いやり駐車区画について
４　福生市の居所（所在）不明の児童・生徒について
　⑴居所（所在）不明児童・生徒の実態調査について
　⑵関係機関との連携について
　⑶学齢簿消除による居所（所在）不明児童・生徒について

１　高齢者に配慮した公共施設等について
　⑴公園及び福祉バス停留所のベンチ設置について
２　福生の夏のイベントについて
　⑴七夕まつりについて
　⑵横田基地日米友好祭について

１　学校給食費を市の予算に計上する公会計方式について
　⑴学校給食費（保護者負担）を市の予算に計上することに

ついて
２　政策的判断としての学校給食費の無償化について
　⑴人口減少対策としての学校給食費の無償化について
　⑵地域社会への感謝の心を育む徳育としても有効な学校給

食費の無償化について
３　学校における労働安全衛生について
　⑴福生市における取り組みの経過と到達点について
　⑵福生市立学校労働安全衛生規程（仮称）の制定について

１　高齢者の雇用対策について
２　空き家管理について
３　路面下空洞調査について
４　不登校対策について
　⑴現状・分析と認識について
　⑵教育センターの対応について

１　教科書採択について
　⑴教科書展示会について
　⑵教科用図書選定協議会について
　⑶調査委員会について
　⑷教科書採択の状況について
２　総合教育会議について

末次 和夫
（一問一答）

⑩

五十嵐 みさ
（一括）

⑪

大野 悦子
（一括）

柳川 英司
（一括）

堀 雄一朗
（併用）

田村 正秋
（一括）

清水 義朋
（一括）

武藤 政義
（一括）

大野 　聰
（一括）

町田 成司
（一問一答）

③ １　ロコモティブシンドロームについて
　⑴ロコモティブシンドロームについての所見と今後の対策に

ついて
２　学力向上について
　⑴慶應義塾大学と連携したタブレット学習について
　⑵午前５時間制の導入について

岩﨑 百合子
（一括）

⑫

池田 公三
（一問一答）

⑬

原田 　剛
（一括）

⑭

杉山 行男
（一括）

１　すべての子どもたちを見守ることについて
　⑴居所（所在）不明児童・生徒の実態調査の課題と、その

解決策について
２　男女共同参画推進について
　⑴計画の進捗状況について
　⑵今後について

⑮

阿南 育子
（一問一答）

１　市職員の適正配置について
　⑴中期的視点に立った職員配置の方針について
　⑵重点課題に対応する人材育成・活用について
２　市道の雨水対策について
　⑴市道の豪雨対策の現状と課題について
　⑵雨水吸水桝浸透化工事の推進について
３　地域包括ケアシステムとまちづくりについて
　⑴健康寿命の改善について
　⑵地域包括ケアシステムと第６期介護保険事業計画について

⑯

青海 俊伯
（併用）

１　横田基地について
　⑴オスプレイの飛来について
　⑵パラシュート降下訓練等について
２　富士見通りに接する飲食街等対策について
　⑴飲食街での強盗事件等について
　⑵飲食街周辺通学路の安全について
　⑶飲食街の再開発構想について
　⑷飲食街の防犯カメラについて
３　公園ボランティアとの協働、保護・育成について
　⑴公園ボランティアとの協働について、他

⑰

奥富 喜一
（一問一答）

　

今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
及

び
４
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
18
名
で

構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
さ

れ
、
９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
行
わ
れ
、
特
別
会
計
決

算
に
つ
い
て
は
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民
厚
生
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 平

成
25
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

問　

平
成
25
年
度
の
決
算
の

特
徴
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

歳
入
は
２
３
１
億
２
３

０
０
万
円
で
前
年
度
比
０
・

２
％
増
、
歳
出
は
２
２
０
億

１
千
万
円
で
１
・
５
％
減
、

実
質
収
支
は
11
億
１
３
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
実
質
収
支

比
率
は
９
・
７
％
と
な
っ
て

い
る
。
26
市
平
均
の
実
質
収

支
額
で
福
生
市
は
、
額
は
多

い
方
か
ら
18
番
目
、
率
は
２

番
目
と
な
る
。
実
質
収
支
額

が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
要

因
は
、
歳
入
の
収
納
対
策
強

化
と
、
歳
出
で
は
効
率
的
な

予
算
執
行
に
よ
り
残
し
た
不

用
額
を
繰
越
金
と
し
て
基
金

に
積
み
立
て
、
将
来
に
備
え

る
こ
と
を
徹
底
で
き
た
こ
と

に
よ
る
。

 

問　

市
税
の
滞
納
繰
越
分
収

納
率
が
６
・
９
ポ
イ
ン
ト
増

と
大
幅
に
増
え
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

た
の
か
。

答　

平
成
23
年
度
よ
り
進
め

て
き
た
収
納
体
制
の
強
化
、

東
京
都
主
税
局
と
の
連
携
強

化
の
集
大
成
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
青
梅
市
、
あ
き
る

野
市
と
の
間
で
徴
税
吏
員
に

併
任
辞
令
を
交
付
す
る
３
市

捜
索
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
始
め
、

東
京
都
職
員
と
協
働
し
て
捜

索
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
収
納
率
の
向
上
、
い
わ

ゆ
る
不
良
債
権
の
大
幅
減
が

実
現
で
き
た
。

 

問　

電
気
自
動
車
急
速
充
電

器
利
用
は
、
課
金
開
始
前
の

４
月
か
ら
９
月
に
は
１
８
７

１
回
あ
っ
た
が
、
課
金
後
の

10
月
か
ら
３
月
は
１
４
９
回

で
７
万
４
５
０
０
円
の
雑
入

が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
25
年
10
月
の
課
金

以
前
は
都
外
の
営
業
車
な
ど

誰
で
も
無
料
で
利
用
し
て
い

た
が
、
課
金
後
は
充
電
の
必

要
の
あ
る
人
の
み
の
利
用
状

況
と
な
っ
た
。
利
用
回
数
の

減
少
は
想
定
し
て
い
た
が
、

予
想
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。

今
後
も
電
気
自
動
車
普
及
啓

発
の
た
め
に
急
速
充
電
器
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

問　

予
算
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

中
に
通
信
費
と
し
て
１
通
１

４
５
円
で
２
５
０
０
名
分
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
決
算
で

は
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
（
外

国
人
住
民
対
応
）
44
万
６
３

０
円
に
含
ま
れ
て
い
る
。
平

成
25
年
７
月
８
日
か
ら
運
用

開
始
と
な
っ
た
外
国
人
住
民

へ
の
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
の

郵
券
代
で
、
個
人
で
な
く
世

帯
ご
と
へ
の
発
送
と
し
た
結

果
、
１
通
85
円
、
１
８
６
３

通
の
発
送
で
15
万
８
３
５
５

円
と
な
っ
た
た
め
、
予
算
に

対
し
20
万
４
１
４
５
円
、

56
・
３
％
の
減
と
な
っ
た
。

 

問　

事
業
の
委
託
料
は
平
成

24
年
度
か
ら
同
額
で
推
移
し

て
い
る
が
、
申
請
の
内
容
や

申
請
資
格
、
返
済
の
仕
方
を

伺
い
た
い
。

答　

申
請
件
数
と
貸
付
決
定

件
数
３
件
の
差
は
取
り
下
げ

に
よ
る
も
の
で
、
一
定
所
得

以
下
の
世
帯
の
子
供
に
対
し

学
習
塾
受
講
料
や
高
校
・
大

学
受
験
料
等
の
無
利
子
貸
し

付
け
を
行
う
事
業
だ
が
、
20

歳
以
上
の
世
帯
の
生
計
中
心

者
で
、
課
税
所
得
ま
た
は
総

収
入
が
一
定
基
準
以
下
、
預

貯
金
等
資
産
保
有
額
が
６
０

０
万
円
以
下
、
土
地
・
建
物

等
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

が
条
件
だ
。
貸
付
金
の
返
済

は
入
学
し
た
場
合
や
適
格
条

件
に
該
当
す
れ
ば
免
除
さ
れ

る
。

 

問　

平
成
24
年
度
と
比
べ
増

え
て
い
る
不
法
投
棄
に
つ
い

て
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
た

の
か
。

答　

不
法
投
棄
は
、
道
路
や

公
園
の
ほ
か
、
民
有
地
で
も

人
目
に
つ
き
に
く
く
既
に
ご

み
が
捨
て
て
あ
る
と
さ
ら
に

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
。
市
で
は
不
法
投
棄
の

未
然
防
止
策
と
し
て
、
土
地

の
所
有
者
・
管
理
者
に
対
し
、

周
囲
に
囲
い
を
し
草
刈
り
な

ど
に
努
め
て
も
ら
う
よ
う
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
周
知
を
し
て
い
る
。
６
カ

国
語
に
翻
訳
し
た
不
法
投
棄

防
止
等
の
看
板
を
配
布
し
て

お
り
、
電
話
相
談
の
際
に
は

看
板
設
置
を
案
内
し
て
い
る
。

 

問　

公
園
除
草
委
託
の
内
容

を
見
る
と
、
29
公
園
の
除
草

を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
の
公

園
に
対
し
て
年
何
回
除
草
を

行
う
の
か
。

答　

職
員
が
公
園
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
見
回
り
、
市
民
利
用

に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
判
断
し
た
と
き
や
、

市
民
か
ら
の
要
望
も
含
め
て

状
況
を
判
断
し
、
年
１
〜
３

回
、
業
者
委
託
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
。
残
り
の
公
園
の

う
ち
大
規
模
な
７
公
園
は
、

各
管
理
委
託
の
中
に
除
草
も

含
ま
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
公

園
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

き
除
草
等
を
行
っ
て
い
る
。

 

問　

成
果
や
効
果
を
ど
う
見

て
い
る
か
。
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
図
書
館
に
関
係
す

る
他
の
人
と
の
関
わ
り
は
ど

う
な
っ
た
か
。

答　

電
算
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
学

校
や
市
立
図
書
館
の
蔵
書
検

索
等
が
可
能
と
な
り
、
司
書

が
学
校
間
で
の
相
互
利
用
や

調
べ
学
習
・
読
書
活
動
や
授

業
で
の
支
援
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
司
書

教
諭
が
連
携
し
な
が
ら
環
境

整
備
を
行
っ
た
こ
と
で
、
情

報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
学
校

図
書
館
機
能
の
向
上
が
図
れ

た
。
週
１
回
の
司
書
の
来
校

日
に
お
け
る
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
連
絡
会
や
中
央
図

書
館
で
月
に
１
回
以
上
開
い

て
い
る
司
書
の
情
報
連
絡
会

に
よ
り
、
結
び
つ
き
を
大
事

に
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
る
。

問　

事
業
の
概
要
や
参
加
生

徒
の
様
子
な
ど
を
伺
い
た
い
。

答　

平
成
25
年
度
は
、
米
国

シ
ア
ト
ル
市
に
て
12
名
に
よ

る
12
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
実
施
し
た
。
事
前
研
修
で

は
、
英
会
話
研
修
や
文
化
交

流
と
し
て
現
地
で
披
露
す
る

福
生
七
夕
音
頭
な
ど
踊
り
の

練
習
を
行
い
出
発
前
に
仲
間

づ
く
り
が
で
き
た
。

　

現
地
で
は
、
日
本
語
の
使

え
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で

一
生
懸
命
課
題
に
取
り
組
み

頑
張
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

帰
国
後
は
、
青
少
年
健
全

育
成
に
関
す
る
各
種
行
事
へ

の
参
加
や
次
年
度
派
遣
生
に

対
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な

ど
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し

た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

平成 25 年度　会計別決算額

▲平成25年度一般会計決算を起立多数で認定

会 計 区 分

総 合 計

歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計
国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

特
別
会
計

231億2,298万8,366円

70億7,166万4,709円

35億4,230万9,324円

10億2,322万5,439円

16億5,765万0,491円

364億1,783万8,329円

220億0,994万8,714円

68億9,607万9,369円

34億6,113万6,530円

9億6,776万6,687円

15億3,552万4,922円

348億7,045万6,222円

11億1,303万9,652円

1億7,558万5,340円

8,117万2,794円

5,545万8,752円

1億2,212万5,569円

15億4,738万2,107円

平成 25 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 25年度 平成 24年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　越　金

地方消費税交付金

繰　入　金

市　　　債

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

総　務　費

衛　生　費

教　育　費

土　木　費

公　債　費

諸 支 出 金

消　防　費

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

79億3,950万1,735円（34.3％）

40億5,576万5,057円（17.5％）

33億6,110万3,323円（14.5％）

26億3,733万8,000円（11.4％）

16億3,013万7,000円（7.0％）
国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

7億3,957万2,995円（3.2％）

5億8,204万9,000円（2.5％）

3億7,041万3,178円（1.6％）

5億0,826万4,539円（2.2％）

5億円（2.2％）

7億9,884万3,539円（3.6％）

101億9,721万9,444円（16.3％）

23億2,416万3,865円（10.6％）

22億2,776万5,462円（10.0％）

21億9,574万6,240円（10.0％）

10億9,097万0,426円（5.0％）

16億7,404万9,382円（7.6％）

9億4,051万6,067円（4.3％）

8億4,176万3,073円（3.8％）

2億9,963万2,022円（1.4％）

1億6,247万4,031円（0.7％）

5,564万8,702円（0.3％）

歳　入

歳入合計　231億 2,298 万 8,366 円 歳出合計　220億 0,994 万 8,714 円

歳　出

労働費
農林水産業費

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器

　
　
　
　

の
利
用
状
況
は

住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
は

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　
　

貸
付
事
業
の
内
容
は

学
校
図
書
館
司
書

　
　
　
　

配
備
の
効
果
は

国
際
交
流
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
の
成
果
は

滞
納
繰
越
分
収
納
の
取
り
組
み
は

決
算
の
特
徴
点
は

不
法
投
棄
の
対
策
は

公
園
除
草
委
託
の
内
容
は

１　子ども・子育て支援新制度の施行に向けた私立幼稚園の
取り組みについて

　⑴新制度の概要について
　⑵幼稚園の動向と福生市の取り組みについて
　⑶新制度に移行した場合の保護者負担について
２　人事制度について（管理職の大量退職を迎えて）
　⑴今後の定年退職者の予想と、それに占める管理職の人数

及び内訳について
　⑵多くの管理職が退職することに伴う影響と対策について
　⑶再任用職員の管理職としての活用策について




